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研究実績の概要（１） 

1. ブランド・プロダクトライン・ECサイトに関する調査  

  主要ラグジュアリーファションブランドを中心に、ディフュージョンラインとの関係に加えて、

LVMH, Kering, Richemont等のコングロマリットとの関係を調査した。YOOX, NET-A-PORTER等のラグ

ジュアリーECサイトの取り扱いブランド、及び、ECサイトの構造やデータ属性等について調査し、デ

ータ形式等を整理した。 

 

2. ECサイトを利用したデータ収集とデータベース構築 

  選択したブランド、プロダクトラインについて、複数の ECサイトについて、HTMLファイルを解析

し、ブランド、アイテム、価格等の属性を自動的に収集するソフトウェアを設計した。EC サイトとし

ては、ラグジュアリーファッションに特化したリテールオンラインストラの YOOX, NET-A-PORTER, 

FARFETCH と、ブランドが運営するフラッグシップオンラインストアである Hermès, Louis Vuitton, 

CHANEL を対象にデータ収集用のスクレイピングソフトウェアを開発した。スクレイピングソフトウ

ェアはプログラミング言語の Ruby、Gemの nokogiriおよびmechanizeパッケージを使用して作成した。 

  複数オンラインストア間の商品属性データの差異を吸収するデータ形式を設計し、データベースを構

築した。 

 

3. ブランドのプレスティージに関する分析 

収集したアイテム数が 800以上のブランドにBuberry Prorsumを加えた合計 34ブランドのプレスティー

ジを通常価格から評価した。通常価格は生産者・流通業者であるブランドが設定した価格であり、ブラ

ンドの製品に対する期待が反映されている。そこで、通常価格がブランドの想定するプレスティージを

反映しているとみなし、通常価格の分布、および、平均等の基本統計量を分析した。 
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研究実績の概要（２） 

これらの通常価格について分散分析を行った結果，p < 0.001となり，34ブランドが市場におい

て住み分けを行っていることが示唆された。 

高価格帯に位置する Burberry, Cucci, Dior, Valentino, Saint Laurent等のブランド群は、少なくとも

60 年以上の歴史があり，歴史とプレミアムプライスによりブランドのプレスティージが支えられ

ていることが裏付けられた。最も高価格のBurberry Prorsumに次いで平均通常価格が高いブランド

は Tom Fordであった。Tom Fordは Thomas Carlyle Fordが自身の名前を冠して 2005年に設立したブ

ランドで比較的歴史の短いブランドである。また、高価格帯に含まれたAlexander McQueenも 1992

年にLee Alexander McQueenが自身の名前を冠して設立した比較的歴史の短いブランドである。Tom 

FordとAlexander McQueenの場合、ブランドとしての歴史は短いが、歴史的なブランドで経験を積

んだクリエイティブ人材が流動することより、歴史あるブランドのブランドエクイティがブランド

を超えて伝承された解釈でされる。 

 

5. ディフュージョンラインに関する分析 

既存のラグジュアリーブランドが,メインラインよりも低価格な製品を提供するために創出した

新たなブランドはディフュージョンライン、あるいは、セカンドラインと呼ばれる。ディフュージ

ョンラインは、可処分所得に余裕のない若年層の消費者に向けて、低価格であるがメインラインの

ラグジュアリー製品との関連性が高い製品を提供することを目的として設立されたブランドであ

り。 

ディフュージョンラインを構成するブランドの通常・販売価格を分析した結果、全体の傾向とし

て、メインラインは高価格帯にあり、セカンドラインはメインラインに対して低価格帯にあること

が確認された。Armani, Chloé, Valentino等のブランドでこの傾向が顕著であった。しかし、Prada – Miu 

Miuと Comme des Garçons – Junya Watanabe Comme des Garçonsのように、ディフュージョンライン

でも明確な価格差の見られないブランド群も存在していた。 

価格とディフュージョンラインの動向から，これらのブランド群を高低価格・高価格・低価格帯

廃止・高価格帯廃止・統合の 5種類に類型化した。高低価格型は、典型的なディフュージョンライ

ンであり、高価格帯のメインラインと底価格帯のセカンドラインから構成される。高価格型は，メ

インラインだけでなく他のラインも高価格なタイプで，Prada – Miu Miu や Comme des Garçon – 

Junya Watanabe Comme des Garçonsがこれに該当する。これらのブランドの場合，セカンドライン

が独立した１ブランドとして地位を確立しているとみなせる。その他，ディフュージョンラインを

廃止、あるいは、中止したタイプを低価格帯廃止・高価格帯廃止・統合に分類した。 
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